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新しい年が始まりましたが、米国に端を発し
た金融危機が我が国の雇用・消費などの社会経
済にも悪影響を及ぼし、景気は後退局面に入っ
ています。こうした我が国の社会経済情勢の下、
国有林の管理経営を担っている私どもは、民有
林の行政・業務を担っておられる県担当部局、
関係機関と一緒になって地域の雇用と経済の改
善に向け少しでもお役に立ちたいと思っていま
す。
さて、現在、四国では、「四国圏広域地方計

画」の策定が進められています。四国圏を取り
巻く情勢を踏まえ、四国圏の強みを活かし、弱
みを克服し、地域として発展していく将来像と
戦略的取組を検討していくものです。この計画
案の中で広域プロジェクトの一つとして、「『緑
の島四国』の環境を守る美しい森林づくりプロ
ジェクト」があります。四国には、有形、無形
の多数の地域資源がありますが、四国４県の共
通の資源として「森林」があります。山村、中
山間地域の貴重な資源でもあり、これを活用し
て地域の活性化を図ることが重要になっていま
す。
森林・林業を取り巻く情勢は、昨年から京都
議定書の第一約束期間が始まり、また、北海道
洞爺湖サミットでも議論されるなど、地球温暖
化防止をはじめさまざまな観点からその大切さ
と森林整備の重要性が認識されています。私ど

もとしては、間伐等の森林吸収源対策をより一
層加速・定着させるとともに、官民一体となっ
て進められている「美しい森林づくり推進国民
運動」が更に地域に根づくよう関係者の協力を
いただきながら努力しているところです。また、
森林管理局と４県は「四国の森づくりに関する
共同宣言」を締結し、多面的機能発揮に向けた
森林整備、木材利用、森林環境教育の面での協
力推進と１１月１１日を「四国山の日」と定め、こ
の共同宣言の下、地域住民の方々、NPO関係
者などと一緒になって四国の山と山村を元気に
するさまざまなイベント、取組を行っています。
「ないものねだりからあるもの探し できる
もの探し」（地元学の考え方）。地域にある宝物
を探し、それを糧としていく。「地域資源」を
大切にし、その良さを見直し、最大限活用して
いく知恵を働かせていくことが、今、求められ
ています。「森林」は、木材の地産地消、心身
を癒やすセラピー効果を活用した都市との交流、
木質バイオマスなど無限の可能性を秘めた「地
域資源」です。
私ども国有林関係者も地域の皆様方と一体と
なって、「森林」というこの大事な地域資源を
活かし、四国という地域が元気になるよう頑張
っていきますので、今後ともご支援ご協力を宜
しくお願いします。

「地域資源」について

四国経済連合会参与（四国森林管理局長） 中山 尊裕

ショーウインドーのディスプレイに男雛、女雛がおかれ、

春の訪れが近いことを感じさせてくれます。

さて、今月号は１月下旬から２月上旬にかけて開催した行

事を中心に編集しています。広域連携をテーマにした国土政

策委員会主催の講演会や高知竹林寺での４県官民による「四

国８の字ネットワーク整備・利用促進を考える会」、四国の

学生たちがビジネスプランを競うキャンパスベンチャーグラ

ンプリ四国の表彰式の様子のほか、道州制についてのアンケ

ート調査結果も掲載していますので、ご一読いただければと

存じます。

この度、事務局の一部に異動があり、調査役の中嶋康士氏

が出向元に復帰し、新しく穴吹恵一氏が着任いたしました。

前任者同様よろしくお願い申し上げます。

陽差しも日一日と暖かくなってきておりますが、朝夕はま

だ肌寒く、どうか体調を崩されませぬよう、ご自愛下さい。

（きむら）

イロ スミ
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